
木曽農業協同組合木曽農業協同組合木木曽曽農農業業協同組同組合組合

No.397
2022

JA木曽広報誌

■女性部だより…2021年度ＪＡ女性部の活動紹介
■令和５年度新規採用職員募集について
■営農情報だより…モグラ退治について
■手軽に健康　手指体操…手首ブラブラ体操で肩スッキリ
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特集 ❶令和 3年度自己改革の取り組み状況と課題
特集 ❷令和 4年度職員人事異動



※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。

　ＪＡ農業生活部農事園芸課は、令和４年度の
野菜新品目普及計画で黄なんばん、モロッコイ
ンゲン、そして昨年から取り組んでいるミニト
マトの生産者を募集し、畑づくりから市場出荷
までを分かりやすく指導する栽培講習会を開催
する予定です。この３品目栽培については、新
年度ＪＡ木曽農業パワーアップ支援事業の活用
で苗代の全額助成を行って、一人でも多くの意
欲ある生産者を確保する計画です。またＪＡ職
員にも生産者として体験してもらい、生産量確
保への協力を担うことで農業への関心を高める

　２月18日　ＪＡ農業生活部農事園芸課は、
園芸技術員による一人一研究成果発表会を旧本
所で開催しました。田屋万芳組合長をはじめ
常勤役員と本所役職員ら14人が出席しました。
同発表会は営農指導事業の充実と地域農業の振
興、農家の所得向上を目的とし、担当品目の品
質・収量や新品目の栽培技術確立に向けて研究
し、技術員５人が１年間の研究成果を発表しま
した。研究テーマはハクサイ栽培における白黒
マルチの有効性試験、小菊の白さび病対策、モ
ロッコインゲンの出荷試験など。発表後、田屋
組合長は「研究した作物について生産者と向き
合って、今後の指導に活かしてほしい」と激励
しました。

１年間の研究成果を発表する営農技術員１年間の研究成果を発表する営農技術員

新品目「黄なんばん」「モロッコインゲン」栽培普及へ
令和４年度生産者募集し、栽培講習会開催を計画

地域農業の振興と栽培技術向上を
めざし、営農技術員が研究発表会

　大桑村で一足早い春の訪れを彩る啓翁桜の出
荷が始まりました。苗木から育て上げてから３
年経過した昨年２月に初めての出荷を行い、今
年２年目の出荷を迎えました。
　同村内で栽培している２人の生産者が１月上
旬に収穫した花芽のついた枝をビニールハウス
で吹かし、１月25日に70～80㎝までの３種類
の規格ごとに選別
して出荷に向けた
箱詰め作業を行い
ました。10本ずつ
束にして箱に詰め
込み、合計で160
本が大阪の生花市
場へ出荷されまし
た。最終の出荷作
業は２月23日に
行って230本が出
荷され、堅調な販
売ができました。

　２月３日　長野県中央家畜市場で令和３年
度最後の市場が開催され、325頭が上場し、
322頭の取引が成立しました。子牛全体の平
均価格は前回12月市場より115,942円下げて
673,633円（税込み）となり、大幅な下落と
なりました。新型コロナウイルス感染が急拡大
したため、まん延防止等重点措置により、全国
的に飲食店が時短営業になった影響で枝肉相場
が下落し、子牛相場も下落に転じました。また
乾草や穀物の輸入が停滞して粗飼料価格が値上
がりしたため、肥育農家の子牛導入意欲が弱ま
り、購買者も少ない市場となりました。

２月市場、コロナ感染急拡大下で平均価格大幅下落

出荷作業をする生産者出荷作業をする生産者 購買者が少なく子牛価格を大幅に下げた２月市場購買者が少なく子牛価格を大幅に下げた２月市場

一足早い春の訪れを彩る啓翁桜、
大桑で出荷始まる

取り組みも予定して
います。
　生産者募集と栽培
講習会開催の案内に
ついては、本誌９
ページの「営農情報
だより」に掲載して
いますのでご覧くだ
さい。





ＪＡ木曽３ヵ年計画（2019～2021年）
令和３年度 自己改革の取り組み状況と課題

組合員・地域に「なくてはならないＪＡ」をめざして⑬

　

Ｊ
Ａ
木
曽
は
、
平
成
28
年
よ
り
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の

拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目

標
と
す
る
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
自
己
改
革
と
し
て
、
農

業
開
発
基
金
等
活
用
に
よ
る
地
域
農
業

振
興
支
援
、
農
業
施
設
整
備
等
の
投
資

に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
食
と
農
の
理
解

を
深
め
「
地
域
農
業
の
応
援
団
」
を
拡

大
す
る
「
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
Ｊ
Ａ
木
曽
は
、
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け

る
た
め
、
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る

持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

と
と
も
に
、
組
合
員
と
の
徹
底
し
た
対

話
を
通
じ
、
総
合
事
業
を
基
本
と
し
て

「
不
断
の
自
己
改
革
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
自
己
改
革
を
盛
り
込
ん
だ
Ｊ
Ａ

木
曽
２
０
１
９
〜
２
０
２
１
、３
ヵ
年

計
画
の
最
終
年
度
の
取
り
組
み
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

１．農業生産基盤強化による産地の維持
２．地域とのつながり強化
３．持続可能な経営基盤の構築

重点項目

⑴
農
業
開
発
基
金
等
活
用
に
よ
る
地
域
農

業
振
興
へ
の
取
り
組
み

　

当
Ｊ
Ａ
を
含
む
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ

で
は
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
に
向
け

直
接
支
援
を
行
う
た
め｢

Ｊ
Ａ
長
野
県
農

業
開
発
基
金｣

を
造
成
し
て
き
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

（
令
和
３
年
度
の
支
援
実
績
は
延
べ

１
９
４
名
に
６
、６
９
３
千
円
を
助
成
）

《
具
体
的
取
り
組
み
》

　

・
子
牛
導
入
支
援

　

・
和
牛
自
家
保
留
支
援

　

・
重
点
品
目
拡
大
支
援
策
と
し
て
イ
ン

ゲ
ン
資
材
代
支
援

　

・
重
点
品
目
拡
大
支
援
策
と
し
て
王
滝

甘
か
ぶ
ら
土
壌
消
毒
代
支
援

　

・
花
卉
生
産
振
興
資
材
代
助
成

　

・
各
種
農
業
関
連
機
器
導
入
代
助
成

⑵
農
業
所
得
増
大
、
Ｊ
Ａ
へ
の
結
集
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み

　

・
令
和
３
年
度
は
特
定
技
能
外
国
人
の

農
業
労
働
力
支
援
を
子
会
社
で
あ
る

㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
に
1
名
導
入
し
ま

し
た
。

回を重ねる毎に受講者が増えた回を重ねる毎に受講者が増えた
小菊栽培講習会小菊栽培講習会

農
を
つ
く
る

基
本
目
標
①
…
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
所

得
増
大
に
つ
な
が
る
支
援

策
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

基
本
目
標
②
…
木
曽
農
業
の
未
来
を
担
う

農
業
者
の
維
持
・
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

・
畜
産
生
産
者
の
規
模
拡
大
支
援
と
し

て
導
入
牛
63
頭
を
斡
旋
し
ま
し
た
。

　

・
畜
産
分
娩
監
視
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を

開
始
し
２
名
の
生
産
者
が
導
入
、
分

娩
事
故
の
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑶
多
様
な
担
い
手
支
援
の
取
り
組
み

　

・「
小
菊
」「
コ
ウ
ヤ
マ
キ
」「
ヒ
ぺ
リ
カ
ム
」

「
啓
翁
桜
」等
花
木
生
産
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。
徐
々
に
栽
培
出
荷
に
繋

が
っ
て
お
り
令
和
３
年
度
は
35
名
の

花
卉
生
産
部
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

・
厳
し
い
気
候
変
動
の
中
、
生
産
物
の

品
質
維
持
の
た
め
勉
強
会
や
技
術
指

導
会
を
延
べ
53
回
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
稲
現
地
指
導
会
は
83
箇
所

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

・
新
品
目
と
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
出
荷

者
を
募
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は

20
名
の
方
に
出
荷
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

・
子
会
社
で
あ
る
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
き

そ
に
お
い
て
障
が
い
の
あ
る
方
と
の

農
福
連
携
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑷
今
後
に
向
け
た
課
題

　

・
農
業
労
働
力
確
保
策
と
し
て
特
定
技

能
外
国
人
派
遣
を
導
入
し
ま
し
た
が

生
産
者
の
求
め
る
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
い
て
再
検
討
が
必
要
。

　

・
農
業
者
人
口
が
年
々
減
少
す
る
な

か
、
農
業
者
人
口
を
維
持
拡
大
す
る

施
策
。

　

・
多
様
な
担
い
手
へ
の
情
報
発
信
源
と

な
れ
る
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
き
そ
の

充
実
。

特集❶



　

総
合
事
業
と
し
て
木
曽
に
根
差
し
続
け

る
Ｊ
Ａ
で
あ
る
た
め
に
、
事
業
改
革
へ
の

取
り
組
み
、
事
業
拠
点
の
効
率
化
・
合
理

化
を
す
す
め
な
が
ら
経
営
の
安
定
を
図

り
、
組
合
員
利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
を
再
構
築

し
ま
す
。

⑴
総
合
事
業
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
確

立
の
取
り
組
み

　

・
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
構
築
の
た

め
の
「
事
業
拠
点
再
構
築
計
画
」
は

楢
川
支
所
・
日
義
支
所
・
開
田
支

所
・
三
岳
支
所
が
統
合
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
所
・
中
部
支
所
を
新
築
移

転
し
ま
し
た
。

　

・
こ
の
３
ヵ
年
で
遊
休
不
稼
働
資
産
６

施
設
の
処
分
を
進
め
ま
し
た
。

　

・「
経
営
基
盤
強
化
計
画
検
討
会
議
」

地産地消の取り組みで地産地消の取り組みで
地元産米を積極的に販売地元産米を積極的に販売

⑴
准
組
合
員
や
地
域
の
み
な
さ
ん
へ「
食
」

と「
農
」の
理
解
を
深
め
、地
域
農
業
の

応
援
団
を
拡
大
す
る
た
め
の
取
り
組
み

　

Ｊ
Ａ
木
曽
で
は
「
食
」
と
「
農
」
の
理
解

を
深
め
地
域
農
業
の
応
援
団
を
拡
大
す
る

「
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み
を
以
下
の
通

り
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

《
具
体
的
取
り
組
み
》

　

・
地
元
産
米
を
学
校
給
食
に
利
用
い
た

だ
き
、
地
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消

を
推
奨
す
る
た
め
の
玄
米
と
地
元
産

米
の
「
初
恋
」「
と
も
え
ち
ゃ
ん
」

を
積
極
的
に
販
売
し
約
85
ト
ン
の
販

売
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

・
学
校
給
食
へ
の
木
曽
牛
を
は
じ
め
と

し
た
地
元
農
産
物
の
提
供
等
、
農
業

や
地
元
農
産
物
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

⑵
組
合
員
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

地
域
活
性
化
に
む
け
た
取
り
組
み

　

・
組
合
員
の
意
見
を
い
た
だ
く
支
所
運

営
委
員
会
、
支
所
総
集
会
を
新
型
感

染
症
流
行
の
様
子
を
見
な
が
ら
開
催

し
ま
し
た
。（
地
区
運
営
委
員
会
開

催
回
数
26
回
参
加
者
３
７
１
名
、
支

所
総
集
会
参
加
者
２
６
０
名
）

　

・
女
性
の
協
同
を
担
う
人
づ
く
り
と
し

て
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
「
さ

わ
や
か
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
延
べ
参
加
者
４
７
４
名
）

　

・
年
金
友
の
会
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
等
の
屋
外
行
事
を
中
心
に
活
動
し

ま
し
た
。（
延
べ
参
加
者
１
２
１
名
）

⑶
多
面
的
相
談
機
能
の
向
上
を
め
ざ
す
取

り
組
み

　

・
令
和
３
年
度
は
次
期
３
ヵ
年
計
画
策

定
に
向
け
管
内
正
組
合
員
・
准
組
合

員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
１
、０
０
４
人
の
方
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

・
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
相
談
体

制
の
構
築
と
し
て
職
員
知
識
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
こ
の
３
ヵ
年
で
40
名

が
営
農
相
談
員
の
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。

　

・
新
た
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｊ

Ａ
木
曽
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
し
、

Ｊ
Ａ
木
曽
の
取
り
組
み
や
お
得
な
情

報
を
発
信
し
ま
し
た
。（
友
だ
ち
登

録
者
数
１
５
３
人
）

⑷
今
後
に
向
け
た
課
題

　

・
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
個
別
訪

問
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
活
用
の
共
有
化

　

・
Ｊ
Ａ
事
業
を
活
か
し
た
つ
な
が
り
づ

く
り
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

・
組
合
員
に
参
画
い
た
だ
く
支
所
活
動

づ
く
り

く
ら
し
を
つ
く
る

基
本
目
標
①
…
地
域
や
組
合
員
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
提
案
で
安
心
な

生
活
を
応
援
し
ま
す
。

基
本
目
標
②
…
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

を
積
極
的
に
す
す
め
ま
す
。

基
本
目
標
③
…
組
合
員
と
共
に
協
同
活
動

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
を
つ
く
る

基
本
目
標
①
…
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
声

を
聴
き
、
よ
り
身
近
な
Ｊ

Ａ
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

基
本
目
標
②
…
地
域
の
み
な
さ
ま
に
愛
さ

れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
職

員
と
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

基
本
目
標
③
…
組
合
員
・
利
用
者
に
将
来

に
わ
た
っ
て
信
頼
さ
れ
る

経
営
基
盤
の
確
立
に
つ
と

め
ま
す
。

に
お
い
て
事
業
伸
長
・
効
率
化
施
策

を
検
討
し
ま
し
た
。
次
年
度
計
画
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

・
事
業
拠
点
再
構
築
計
画
と
と
も
に
経

営
資
源
の
集
中
を
図
り
ま
し
た
。

⑵
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
健
全
な
Ｊ
Ａ
経
営

　

・
職
員
資
質
の
向
上
に
つ
と
め
、
組
合

員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
職
員
対
応
は
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
組
織
全
体
に
浸
透
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

・
事
業
収
支
は
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。

⑶
今
後
に
向
け
た
課
題

　

・
組
合
員
の
減
少
を
抑
え
る
取
り
組
み

と
し
て
の
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
の
拡
大

　

・
正
組
合
員
要
件
の
見
直
し
及
び
組
織

規
模
に
沿
っ
た
業
務
執
行
体
制

　

・
不
採
算
部
門
の
経
営
改
善
実
施
、
事

業
や
事
務
の
効
率
化
促
進
に
よ
る
収

支
改
善



機
構
変
更

　

拠
点
再
構
築
計
画
の
実
行
に
伴
い
以
下

の
組
織
体
制
を
変
更
し
ま
す
。

▽
王
滝
支
所
、
上
松
支
所
、
南
木
曽
支
所

を
廃
止
。

▽
南
部
支
所
に
南
木
曽
金
融
店
を
設
置
、

農
業
生
活
資
材
課
に
王
滝
生
活
店
を
設

置
。

本

所

企
画
管
理
部

企
画
管
理
部
付

　

木
曽
地
域
振
興
㈱
出
向

　
　

村
上　
　

隆
（
介
護
セ
ン
タ
ー
長
）

総
務
人
事
課
長

　
　

森　
　

英
知
（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
長
）

リ
ス
ク
管
理
課
兼
審
査
課
考
査
役

　
　

寺
田　

裕
行
（
北
部
支
所
金
融
共
済
課
長
）

介
護
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長

　
　

奥
原
菜
保
子
（
同
係
）

　

主
任

　
　

井
口　

久
子
（
同
係
）

　

係

　
　

田
中　

浩
志

（
農
業
生
活
部
農
業
生
活
資
材
課
係
）

金
融
共
済
部

資
金
運
用
課
係

　
　

小
嶋　

真
帆
（
北
部
支
所
金
融
共
済
課
係
）

推
進
企
画
課
係
長

　
　

倉
本　

彰
吾
（
同
課
主
任
）

共
済
課
係

　
　

松
原　

明
奈
（
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
き
そ
係
）

農
業
生
活
部

次
長

　
　

塚
澤　
　

孝

（
王
滝
支
所
長
兼
農
業
生
活
課
長
兼
組
合
員
課
長
）

農
業
生
活
部
付
考
査
役

　

㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
き
そ
出
向

　
　

河
口　
　

学

（
同
課
南
木
曽
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー
長
）

農
事
園
芸
課
係

　
　

宇
田　
　

晃
（
南
木
曽
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー
駐
在
）

農
業
生
活
資
材
課

　

王
滝
生
活
店

　
　

店
長
兼
中
部
支
所
組
合
員
課
係

（
王
滝
地
区
担
当
）

　
　
　

納
土　

健
司
（
王
滝
支
所
金
融
共
済
課
主
任
）

　
　

係

　
　
　

有
村　

幸
子
（
王
滝
支
所
農
業
生
活
課
係
）

　
　
　

田
中
利
加
子
（
同
課
係
）

　
　
　

瀬
戸
由
紀
子
（
同
課
係
）

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
き
そ
係

　
　

中
林
千
恵
美
（
同
課
生
活
セ
ン
タ
ー
係
）

店
長
兼
中
部
支
所
組
合
員
課
係

施
設
燃
料
課
係
長

　
　

林　
　

陽
一
（
同
課
開
田
燃
料
セ
ン
タ
ー
係
長
）

開
田
高
原
燃
料
セ
ン
タ
ー
店
長

　
　

上
村　

一
彦
（
同
セ
ン
タ
ー
係
）

北

部

支

所

金
融
共
済
課

　

課
長

　
　

杉
村　
　

誠
（
南
部
支
所
金
融
共
済
課
長
）

　

考
査
役
（
融
資
担
当
）

　
　

村
井　

賢
一

（
企
画
管
理
部
リ
ス
ク
管
理
課
係
長
兼
審
査
課
係
長
）

　

係
（
融
資
担
当
）

　
　

橋
爪　
　

等
（
中
部
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　

考
査
役
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

飯
塚　

淳
子
（
中
部
支
所
金
融
共
済
課
考
査
役
）

　

係
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

児
野　

慧
史
（
中
部
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　

係
（
貯
金
担
当
）

　
　

森　
　

珠
美
（
金
融
共
済
部
共
済
課
係
）

中

部

支

所

金
融
共
済
課

　

課
長
（
融
資
・
共
済
・
複
合
渉
外
管
理
担
当
）

　
　

武
居　

直
樹
（
同
課
長
）

　

調
査
役
（
融
資
担
当
）

　
　

滝
沢　

美
穂
（
北
部
支
所
金
融
共
済
課
係
長
）

　

課
長
（
貯
金
担
当
）

　
　

森　
　

育
美
（
上
松
支
所
金
融
共
済
課
長
）

　

係
（
貯
金
担
当
）

　
　

野
田
い
ず
み
（
金
融
共
済
部
資
金
運
用
課
係
）

　
　

栗
空　

史
穂

（
王
滝
支
所
金
融
共
済
課
係
兼
組
合
員
課
係
）

　
　

加
納　

真
優
（
王
滝
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　

考
査
役
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

山
岸　

禎
孝
（
北
部
支
所
金
融
共
済
課
考
査
役
）

　

調
査
役
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

澤
木　

留
美
（
同
課
長
代
理
）

　
　

下
村　

郁
子

（
王
滝
支
所
金
融
共
済
課
課
長
代
理
）

　

係
長
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

三
輪　

翔
太
（
同
課
主
任
）

　

係
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

合
戸
加
奈
江
（
上
松
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　
　

原　
　

勇
太
（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　
　

川
戸
口
晃
平
（
上
松
支
所
金
融
共
済
課
係
）

組
合
員
課
係
（
開
田
地
区
担
当
）
兼

開
田
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー
長

　
　

渡
澤　

喜
浩
（
開
田
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー
長
）

組
合
員
課
係
兼
金
融
共
済
課
係
（
貯
金
担
当
）

　
　

塚
澤　

恵
子
（
上
松
支
所
金
融
共
済
課
係
）

本
年
度
の
職
員
人
事
異
動
が
発
令
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（　
　

）
内
は
旧
部
署
及
び
役
職
名
で
す
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度 

職
員
人
事
異
動

職
員
人
事
異
動
令
和
４
年
３
月
１
日
付

令
和
４
年
３
月
１
日
付

特集❷

南

部

支

所

金
融
共
済
課

　

課
長

　
　

藤
懸　

純
平
（
同
課
考
査
役
）

　

主
任
（
貯
金
担
当
）

　
　

梶
原　

由
美
（
上
松
支
所
金
融
共
済
課
係
）



ＪＡ木曽
食と農、地域の暮らしを盛り上げ、

地域社会に貢献しよう!

募集期間募集期間 令和４ 年 4 月 4 日（月）～ 5 月 20日（金）
■ 募 集 対 象 ①大学・短期大学または専門学校およびこれに準ずる教育機関の在学者で
 　令和５年３月卒業見込みの者
 ②上記と同等の資格を有する満30歳未満の者
■ 職　　　種 総合職（事務職・営業職・販売職・営農指導員）
■ 採用予定数 若干名
■ 選 考 方 法   〈１次選考〉筆記試験（能力検査・適性検査・小論文）
   〈２次選考〉面接試験
■ 試 験 日 程   〈１次選考〉令和４年６月３日㈮　13時30分より（ＪＡ木曽本所にて）
   〈２次選考〉１次選考合格者へ別途通知（ＪＡ木曽本所にて実施予定）
■ 応募方法および応募書類
 以下の書類を折り曲げずに下記応募書類送付先へご郵送ください。
 ①受験願（当組合指定の様式となります。ホームページまたは下記へご請求ください）
 ②成績証明書
 ③卒業見込証明書もしくは卒業証明書
 ④運転記録証明書（直近１年間のもの）

〈応募書類の送付先・お問い合わせ先〉
〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島2800
　　　　　　 木曽農業協同組合　企画管理部  総務人事課
　　　　　　 ☎0264-22-2128　E-mail：soumu04@kis.nn-ja.or.jp
　　　　　　 ＪＡ木曽ホームページ  https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/

⎧ ⎫
｜ ｜
⎩ ⎭

運転記録証明書申請用紙は最寄りの交通安全センターまたは警察署へお問い合わせく
ださい。交付には１週間程度かかりますのでご注意ください。万一運転記録証明書が
提出期限に間に合わない場合、後日提出は可能ですが、その際はご連絡ください。

　

係
（
融
資
担
当
）

　
　

吉
田　

深
雪
（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
係
）

組
合
員
課
係
兼
金
融
共
済
課
係（
共
済
担
当
）

　
　

漆
平　

美
絵
（
金
融
共
済
課
係
）

南
木
曽

南
部
支
所
長
代
理
兼
南
木
曽
金
融
店
長
兼

金
融
共
済
課
長
（
貯
金
担
当
）
兼

南
部
支
所
組
合
員
課
係
（
南
木
曽
地
区
担
当
）

　
　

古
坂　

貴
幸
（
上
松
支
所
長
兼
組
合
員
課
長
）

農
業
生
活
部
農
業
生
活
資
材
課

南
木
曽
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー
長
兼

南
部
支
所
組
合
員
課
係
（
南
木
曽
地
区
担
当
）

　
　

麦
島　

時
彦

（
南
木
曽
支
所
長
兼
組
合
員
課
長
）

南
木
曽
金
融
店
金
融
共
済
課

　

課
長
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

末
松　

良
幸

（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
考
査
役
）

　

主
任
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

竹
内　

直
美

（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
主
任
兼
組
合
員
課
係
）

　

係
（
複
合
渉
外
担
当
）

　
　

大
橋　

厚
仁
（
北
部
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　
　

奈
良
尾
充
洋
（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　

係
（
共
済
担
当
）

　
　

田
上　

篤
志
（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　

主
任
（
貯
金
担
当
）

　
　

澤
口　
　

茜
（
中
部
支
所
金
融
共
済
課
主
任
）

　

係
（
貯
金
担
当
）

　
　

中
谷　

友
美

（
上
松
支
所
金
融
共
済
課
主
任
兼
組
合
員
課
係
）

　
　

森　
　
　

萌
（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
係
）

　
　

三
石　

秀
子
（
南
木
曽
支
所
金
融
共
済
課
係
）

新規採用職員募集新規採用職員募集令和５年度令和５年度



ご相談・お問い合わせはご相談・お問い合わせは 農業生活部 農業生活部 農事園芸課 ☎農事園芸課 ☎（0264）（0264）22 ‒264722 ‒2647 農事園芸課農事園芸課 狩戸　公彦狩戸　公彦

１．モグラの通り道の「本道」を見つける
　 　通り道には本道と支道があります。支道は一時的な
通路で利用頻度は少ないです。そのためワナは本道に
仕掛ける必要があります。

【本道の見つけ方】
　畑に盛り上がった道のようなものがないかを確
認しましょう。あればモグラの通り道の可能性が
高いので足で踏んで押し固めてしまいましょう。
　固めたところが再度盛り上がっていたら本道と
考えられますので、そこにワナなどを仕掛けると
良いでしょう。

　モグラの被害は多く、皆さんもお困りかと思います。モグラ退治の道具や忌避剤は多く販売されてい
ますが、確実に退治できる特効薬がないのが現状であります。モグラにはこまめな対処で被害は減らせ
ますので参考にしてください。

〈参考資料・図〉 高儀「PCモグラにげ～る」取扱い説明書 
（モグラが嫌う音波と振動でモグラを寄せつけない「動物撃退器」）

２．捕獲用ワナを仕掛けるときの注意
　⑴本道に仕掛ける（図②）
　⑵ モグラは嗅覚に優れ匂いに敏感なため、人間の匂い
や捕獲機の匂いも嗅ぎ分けます。仕掛けるときは手
袋をし、捕獲機に土を擦り付け土の匂いをつけてか
ら設置すると良いでしょう。またミミズなどの餌を
入れると効果的です。

３．忌避剤の種類
　 　一般的には園芸店やホームセンター等で販売されて
いる剤を使用します。
　 　その他チューインガムやドライアイスも効果がある
との文献もありますので試されてみてはいかがでしょ
うか？また猫の使い終わったトイレの砂を畑にまくと
モグラが嫌がるという話もあります。
　 　様々な方法やアイテムがありますが確実に効果のあ
る物は確立しておらず、色々な物を試されると良いで
しょう。

４．同じワナや忌避剤を使い続けない
　 　モグラも生き物であり知恵をつけます。同じアイテ
ムを使い続けると慣れてしまい効果がなくなってしま
います。違うワナや剤をローテーションさせてみるの
も良い方法です。

❶トンネルを見つけよう！
モグラは約10～20㎝の地中にトンネルを作って生モグラは約10～20㎝の地中にトンネルを作って生
活しているため、トンネルを探す必要があります。活しているため、トンネルを探す必要があります。
●モグラ塚を探す●モグラ塚を探す
トンネルを掘るためトンネルを掘るため
に、掘り出した土が地に、掘り出した土が地
表に押し上げられたも表に押し上げられたも
の。の。

●本道の見つけ方●本道の見つけ方

❷トンネルの「本道」と「支道」を見分けよう！
支道には餌がなくなり、まったく使用しなくなった支道には餌がなくなり、まったく使用しなくなった
トンネルも存在します。モグラの防除には常に行きトンネルも存在します。モグラの防除には常に行き
来をしている「本道」に仕掛けるのが効果的です。来をしている「本道」に仕掛けるのが効果的です。
行動範囲が不規則な「支道」への設置は本来の効果行動範囲が不規則な「支道」への設置は本来の効果
が期待できない場合があります。が期待できない場合があります。

①トンネルの一部を踏みつけて壊します。①トンネルの一部を踏みつけて壊します。

③元に戻っていたら本道の可能性があります。③元に戻っていたら本道の可能性があります。

● 地表の ● 地表の 
盛り上がりを探す盛り上がりを探す

浅い地中を掘り進んだ浅い地中を掘り進んだ
とき、地面が少し膨らとき、地面が少し膨ら
み、ひびが入ったようみ、ひびが入ったよう
な状態になります。な状態になります。

② 本道ならば、大事な巣への通り道なので壊れ② 本道ならば、大事な巣への通り道なので壊れ
ても修復します。ても修復します。



お申込み・お問い合わせ

　昨年から募集を始めたミニトマトに続いて、今年は黄な
んばん・モロッコインゲンの生産者も募集しています。
　初心者の方からでも栽培でき、栽培から出荷までの講習
会を下記により開催しますので、この機会にチャレンジし
てみませんか。

ＪＡ木曽農業生活部  農事園芸課　☎２２－２６４７

【発行元：お問い合わせ先】ＪＡ全農長野 生産振興部 生産振興課

購読料：① 各誌とも年間（12冊）各紙4,995円（本体4,541円）
　　　　② 長野県内ＪＡ組合員価格【配送料・消費税込み】
ご注文・お問い合わせ：ＪＡ木曽農業生活部　農事園芸課　☎22-2647

〒380-8614 長野市大字南長野北石堂町1177-3 　TEL  026-219-3811　FAX  026-219-3812

営農情報だより

開催日 時　間 場　所

3月24日㈭
10時 旧日義支所会議室

14時 開田西野研修センター

3月27日㈰ 10時 旧本所会議室

3月29日㈫ 10時 南部支所会議室

◆  年12回、毎月１日定期発行、ご購読者様のご
自宅に直接お届け、栽培技術情報、流通情勢、
産地・生産者のご紹介、当月の作業ポイント
などを取り上げ解説しています。

◆  編集には長野県農政部・関係試験場・全農長
野などにて編集し、試験場研究員・各農業農
村支援センター普及指導員、卸売市場関係者
などに執筆いただいております。

◆  「信州のそ菜」野菜、花き、きのこの各情報を
それぞれ毎月号掲載（通算799号発行）

◆  「信州の果実」リンゴ、ブドウ、ナシ、モモな
どの情報を随時掲載（通算789号発行）

ミニトマト・黄なんばん・モロッコインゲンミニトマト・黄なんばん・モロッコインゲンのの
生産者募集生産者募集とと講習会開催ご案内講習会開催ご案内

「信州のそ菜」「信州の果実」「信州のそ菜」「信州の果実」園芸情報誌
月 刊 ２ 誌

年間 新規購読
者様

年間 新規購読
者様

   募集中！   募集中！
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坂
　
　
房  

選

憂
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を
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ら
す
初
場
所
御
嶽
海

青
白
く
雪
原
照
ら
す
月
登
る

迎
へ
た
る
傘
寿
の
年
の
初
日
か
な

初
日
の
出
疫
病
の
収
束
祈
り
け
り

お
正
月
孫
子
に
伝
ふ
祝
ひ
唄

織
り
成
せ
る
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を
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れ
し
氷
柱
群
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数
多
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初
詣
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の
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宮
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化
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熊
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る
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隆
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木
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史

【
選
評
】
●
信
さ
ん
…
…
毎
日
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
だ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
だ
と
数
が
増
え
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
居
り
、
御
嶽
海
の
優
勝
に
湧
き
上
り
ま
し
た
。
木
曽
ば
か
り
で
な
く
県
民

皆
大
喜
び
で
し
た
。

●
剛
代
さ
ん
…
雪
野
原
を
凍
て
つ
く
よ
う
な
月
の
光
。
青
白
く
見
え
て
張
り
詰
め
た
空
気
ま

で
感
じ
る
。
素
晴
し
い
景
色
で
し
ょ
う
ね
。

●
竹
代
さ
ん
…
傘
寿
の
初
日
が
祝
う
か
に
…
。
今
年
の
初
日
の
出
は
よ
か
っ
た
。
人
生
百
年

時
代
と
か
、
大
い
に
活
躍
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

選
者
の
一
句

  

籠
る
こ
と
馴
れ
し
世
相
や
春
を
待
つ

尾
羽
林
も
と
ゑ  

選
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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⌇
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⌇
⌇
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

凍
み
強
き
冬
を
越
し
た
る
病
む
夫
に
菜
花
の
ゴ
マ
和
え
を
春
知
ら
せ
む
と

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

寅
歳
の
我
の
人
生
い
ろ
い
ろ
さ
七
回
迎
え
日
々
に
五
千
歩

木　

祖　

武　

重　
　
　

慧

窓
越
し
に
光
さ
し
こ
む
新
年
に
心
弾
ま
せ
七
草
刻
む

木　

祖　

安　

原　

富
貴
子

繭
玉
を
飾
り
つ
け
た
る
神
棚
に
コ
ロ
ナ
終
息
豊
穣
願
ふ木　

祖　

田　

上　

二　

枝

大
関
を
掴
み
し
御
嶽
海
関
清
す
が
し
笑
顔
に
託
す
大
き
望
み
を

日　

義　

越　

取　

思
正
子

草
刈
機
の
振
動
残
る
指
に
て
書
く
賀
状
の
文
字
が
ふ
る
へ
て
乱
る

新　

開　

池　

井　

十
与
子

村
道
の
通
行
か
な
ふ
春
を
待
ち
心
は
及
ぶ
留
守
居
の
家
に

王　

滝　

三　

浦　

美　

春

わ
れ
の
乗
る
送
迎
の
車
を
避
け
る
児
ら
十
年
後
に
も
す
こ
や
か
に
あ
れ

上　

松　

古　

田　

澄　

子

毛
づ
く
ろ
ふ
老
い
猿
か
つ
て
ボ
ス
の
座
に
あ
り
し
威
勢
の
背せ
な

に
い
ま
見
ず

大　

桑　

科　

野　

八　

重

わ
が
庭
に
下
り
悠
々
と
池
の
端
を
め
ぐ
り
青
鷺
飛
び
立
ち
行
け
り

大　

桑　

髙　

橋　

志
げ
子

軍
政
と
闘
い
続
け
る
ス
ー
チ
ー
氏
マ
ン
デ
ラ
の
ご
と
自
由
の
た
め
に

大　

桑　

生　

路　
　
　

聰

木
の
芽
味
噌
を
塗
り
て
御
握
り
炙
り
つ
つ
思
ひ
は
か
へ
る
幼
き
日
の
春

兵
庫
県
明
石
市　

小　

田　

慶　

喜

佳　

作

【
選
評
】
①
今
年
の
冬
は
格
別
に
寒
い
。
奥
様
が
生
前
に
手
縫
い
を
さ
れ
た
半
纏
を
着
て
心
と
も
ど
も
暖

ま
る
作
者
。「
手
縫
い
」
の
語
句
が
意
味
深
く
効
果
的
。

②
少
年
の
日
の
新
聞
配
達
の
辛
苦
が
、
今
は
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
て
詠
う
。
独
自
の
感
覚
が

生
か
さ
れ
て
い
る
、
実
感
の
あ
る
作
品
で
よ
い
。

③
今
は
亡
き
お
母
様
思
い
の
優
し
い
作
者
。
梅
の
咲
く
日
が
待
ち
遠
し
い
。

秀　

作

①

寒
き
朝
亡
き
妻
手
縫
い
の
半
纏
に
冷
た
き
体
暖
ま
り
ゆ
く

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

②

寒
の
日
の
肌
刺
す
凍
み
は
懐
か
し
き
少
年
の
日
の
新
聞
配
達

上　

松　

野　

口　

英　

作

③

如
月
の
野
辺
に
紅
梅
咲
き
初
め
ば
枝
を
手
折
り
て
母
に
供
へ
む

南
木
曽　

藤　

原　
　
　

勝

短
歌
募
集

※一人ハガキ１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、３月末日までの到着はがきにて選考いたします。《５月号掲載作品を募集中です》］

俳
句
募
集

※一人ハガキ１枚に未発表作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投句先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］



お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー
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天天天天
気気気気
カカカカ
レレレ
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ダダダダ
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気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

檜
山　

靖
洋

　

春
本
番
を
迎
え
ま
す
。
４
月
は
日

ご
と
に
暖
か
さ
が
増
し
、
過
ご
し
や

す
く
な
っ
て
、
良
い
陽
気
の
日
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。
春
は
な
ん
と
な

く
眠
い
日
が
多
い
気
が
し
ま
せ
ん

か
。
日
な
た
の
窓
辺
は
ぽ
か
ぽ
か

で
、
昼
間
で
も
つ
い
う
と
う
と
し
て

し
ま
い
ま
す
ね
。

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
、
処
々
に
蹄
鳥

を
聞
く
」

　

こ
れ
は
、
古
代
中
国
、
唐
王
朝
の

詩
人
の
詩
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
春
の
眠
り
は
心
地
良
く
て
、
夜

が
明
け
た
こ
と
も
気
付
か
ず
に
、
鳥

の
さ
え
ず
り
で
よ
う
や
く
目
を
覚
ま

す
、
と
い
う
意
味
で
す
。

　

東
京
や
大
阪
で
は
、
４
月
の
半
ば

ご
ろ
か
ら
最
低
気
温
の
平
年
値
が
10

度
以
上
に
な
り
ま
す
。
朝
晩
で
も
暖

房
が
必
要
な
い
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
眠
る
に
は
ち
ょ
う
ど
快
適
な
気

温
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
北
日
本
で

は
、
ま
だ
暖
房
が
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
冷
え
込
み
は
次

第
に
弱
ま
っ
て
く
る
頃
で
す
。

　

快
適
な
眠
り
で
疲
れ
が
取
れ
る

の
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
新
年
度

早
々
、
寝
坊
し
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

春
眠
暁
を
覚
え
ず

手
軽
に
健
康

手手手手手手
軽軽軽軽軽軽
にににににに
健健健健健健健
康康康康康康    

手
指
体
操

手手手手手手
指指指指指指
体体体体体体体
操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

手
首
ブ
ラ
ブ
ラ
体
操
で
肩
ス
ッ
キ
リ

上下、左右に手首を振る
　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

い
過
ぎ
で
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
手
首

の
動
き
が
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
原
因
は
手
首
の
ゆ
が
み
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
手
首
と
肩
は
筋
膜
で
つ

な
が
っ
て
い
る
た
め
、
手
首
の
動
き
が

悪
く
な
る
と
腕
や
肩
の
筋
肉
の
血
行
が

悪
く
な
り
、
つ
ら
い
肩
凝
り
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
。

　

手
首
ブ
ラ
ブ
ラ
体
操
で
ゆ
が
み
を
解

消
し
、
肩
も
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
の
残
る
こ
の
時
期

は
、
体
が
硬
く
な
り
が
ち
。
手
首
を
柔

ら
か
く
動
か
す
こ
と
で
筋
肉
の
こ
わ
ば

り
が
ほ
ぐ
れ
、
血
行
促
進
に
も
役
立
ち

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
関
節
の

可
動
域
が
狭
く
な
り
、
だ
ん
だ
ん
動
き

に
く
く
な
っ
て
き
ま
す
。
座
っ
た
ま

ま
、
横
に
な
っ
た
ま
ま
で
も
で
き
る
体

操
な
の
で
、
高
齢
の
方
に
も
お
勧
め
で

す
。
日
頃
か
ら
手
首
を
動
か
し
て
お
く

と
、
万
が
一
転
倒
し
た
と
き
で
も
体
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
、
骨
折
予
防
に
も

な
り
ま
す
。

⑴両肘を曲げて、手首
を上下に柔らかく振り
ます。約10秒間行い
ます。

⑵同じポーズのまま手
首を左右に振ります。
約10秒間行います。

【応用編】
⑶右手首を上下に、左
手首を左右に振ります。
頭も使うため、⑴⑵ほ
ど簡単ではありません。
ゆっくりでよいので挑
戦してみましょう。

き り と り 線
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答え（番号）

 〒　　　  -　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　　 

 ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　男   ・   女  

＊応募の締切　３月31日㈭
＊ご応募は、お１人様１枚を有効とさせていた
だきます。用紙が足りない場合は各支所窓口
にご用意しておりますのでお尋ねください。
＊ご記入いただいた個人情報は、景品の発送以
外には使用いたしません。
＊ご意見ご要望や情報は、クイズの解答に関係
なくこの用紙のウラをご利用ください。
 年齢　　　　　　　才 

こちらの用紙を切り取っていただきＪＡ木曽本支所窓口およびＡ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しください。

おもて

ポ
イ
ン
ト

指先、手首、肩の力を抜いて、リラックス
して行いましょう。



　年金の専門家が分かりやすく相談に応じ
ます。ご相談には基礎年金番号通知書（夫
婦）、年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険
者証、印鑑をご持参ください。

ＪＡバンク　ＪＡバンク　年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

・４月14日㈭ 北部支所
　相談時間 10時～15時30分
 （３月の年金相談会はありません）

理事会だより理事会だより

●２月24日㈭開催
【協議事項】
①１月末事業現況について
②令和４年度内部監査計画（案）並びに内部統制
整備・評価基本計画について
③令和３年度決算・総代会等事務処理日程（案）
について
④「任意積立金(目的積立金）」の取り崩しについて
⑤令和４年度役員報酬審議会委員の委嘱について
⑥職制規程、組織機構図、職務分掌表・職務権限
表の改正について
⑦次期３カ年計画、自己改革実践サイクルの取り
組みについて
⑧令和４年度事業計画（案）について
⑨令和４年度コンプライアンス・プログラム（案）
について
⑩令和４年度販売品・購買品基準手数料率（案）
について
⑪令和４年度余裕金運用について
⑫仕組み預金の取り扱いについて　 ほか
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②令和４年度監事監査計画について
③組合員資格管理適正化について
④令和３年度コンプライアンス・プログラム実施
状況について
⑤令和３年度苦情及び対応状況について
⑥事務ミス等の発生状況について
⑦令和３年度連続職場離脱実施結果について
⑧疑わしい取引の届出状況について
⑨令和４年度第１四半期余裕金運用方針の報告に
ついて
⑩自主（自店）点検結果について ほか

　休日にゆっくり相談したいという地域の
皆様のニーズにお応えして、休日ローン相
談会を開催いたします。住宅・マイカー・
教育など、ローンのことなら何でもＪＡに
ご相談ください。
■開催日　４月３日㈰
　　　　　（３月の相談会はありません）
■場　所　ローンセンター（中部支所内）
■時　間　10時～15時

ＪＡバンクＪＡバンク休日ローン相談会休日ローン相談会のお知らせのお知らせ

き り と り 線

１、ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望（どんなことでも、お聞かせください）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、身近な出来事・話題など、情報をお寄せください（広報誌にて紹介させていただく場合がございます）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　ら 「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙



虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

■「なんでも相談会」開催ご案内
場所：ＪＡ虹のホールきそ
時間：９時～17時

■葬儀等まめ知識 
 ～風習の違い…先に火葬？葬儀？～
　木曽地域を含む、長野県では一般的に午
前中火葬、午後葬儀が主流ですが、関東よ
り西では午前中葬儀の後、火葬を行う事が
圧倒的です。なぜ先に火葬かは諸説ありま
すが、1つは北海道や東北地域も先に火葬
を行うところでは、大雪や寒さで人の移動
が困難であり、先ずは火葬を行い、雪解け
の時期に葬儀を行った、と言うその名残り
が考えられます。
　ほかにその地域特有の理由もあり興味深
い事柄です。

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

今年、すんきを漬けました。２度目の挑戦で
す。おいしく、酸っぱくできました。私はその
まま食べます。そばにいれるのも大好きです。
 （木祖：宮川さん　65才）

年末年始に生乳の廃棄問題が報道されていま
した。無駄を出さないように一生懸命牛乳を
飲みました。 （日義：郡上さん　59才）

ゴミについてですが、ずっと捨てるというか分別で
迷います（このプラゴミは燃えるゴミにしていいの
か？生ゴミは畑に返します）。プラゴミの行方が問
題になりましたが、プラゴミの行方知りたいです。
できることあればしたいです。肉、魚、おかず購入
すると、プラゴミがどっと増えます。このままでい
いのでしょうか？ （福島：生駒さん　62才）

今季は年末年始から気温の低い日が続き寒い冬
ですが、人間の体とは不思議。マイナス10℃
くらいで今朝は暖かいなと感じるようになって
くるのが…。 （王滝：吉田さん　63才）

おたよりコーナー
令和４年１月中にいただいたおたよりから令和４年１月中にいただいたおたよりから

開
催
日

３／15 ㈫ ３／21(月·祝) ３／27 ㈰
４／６ ㈬ ４／12 ㈫
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JAの自動車共済にご加入の皆さまへ

お問い合わせはお問い合わせは ＪＡ木曽ＪＡ木曽    お近くの窓口へお近くの窓口へ
2 1 1 6 3 2 2 0 3 0 3



給与受取口座の指定と

ＪAネットバンク登録で

ＪＡバンクで給与受取口座を新たに指定し、キャンペーン
期間中いずれかの月に初めての給与受取（ 5万円以上）
を確認できること。
※キャンペーン期間前に、同口座で給与受取を指定し給与の入金があっ
　た場合は対象外です。

● 景品内容は、予告なしに変更する場合があります。
● キャンペーンは長野県JAバンクによる提供です。
● キャンペーンのお問い合わせはAmazonではお受けしておりません。
　 長野県JAバンクキャンペーン事務局（026-236-2065）まで
　 お願いいたします。
● Amazon、Amazon.co.jpおよびそれらのロゴは
　 Amazon.com, Inc. またはその関連会社の商標です。

条件１で指定した給与受取口座でＪＡ
ネットバンクの登録をしていること。
※キャンペーン期間前の登録も対象です。ただ
　し、キャンペーン期間中に解約された方は対
　象外です。

キャンペーン内容について、詳しくはお近くの
ＪＡ金融窓口までお問い合わせください。

以下、２つの条件を満たした方が対象となります。プレゼント条件



※お申込み、詳細についてはお近くのＪＡ支所
　金融窓口までお問い合わせください。

◆残価設定型マイカーローンのポイント
①購入する自動車（新車）に残価を設定
お借入期間に応じて残価が決まる！
②借入期間中は、残価額を差し引いた金額を返済
残価の分だけ月々の返済額を抑えられる！
③借入期間終了後、残価額のお支払方法を選択（車
の売却代金・自己資金で一括返済 or ＪＡマイ
カーローン借入）
残価額の支払方法を選択できるから将来も安心！

◆残価設定額（目安）
　お借入期間３年の場合：自動車購入費用の50％
　お借入期間５年の場合：自動車購入費用の40％
　※残価額は、当JA所定の計算方法によって算出します。
　※計算結果によっては、上記割合と異なる場合があります。

● 別途、所定の保証料がかかります。
●  お申込み時またはお借入時のいずれか低い金利を適用します。また、金利は金融情勢等により変更になる場合があ
ります。

●  お借入期間中に、当JAの金利軽減条件を満たさなくなった場合や、ご返済の滞りなどが発生した場合は、金利軽減
を中止させていただく場合があります。

● 多目的ローンは金利軽減条件に該当しない場合、店頭金利（変動金利：最高年2.35%）が適用される場合があります。

● 別途、年0.79％または年1.35%の保証料がかかります。
● お申込時またはお借入時のいずれか低い金利を適用します。また、金利は金融情勢等により変更になる場合があります。
●  お借入期間中に、当JAの金利軽減条件を満たさなくなった場合や、ご返済の滞り等が発生した場合は、金利軽減を
中止させていただく場合があります。

●  金利軽減条件に該当しない場合は、店頭金利（変動金利：年3.00%/令和４年１月４日現在）が適用される場合があ
ります。

年1.1％適用金利
変動金利

©よりぞう

©よりぞう

ＪＡ残価設定型マイカーローン

年1.6％
年2.1～5.1％
年3.1～6.1％

適用金利
変動金利

ネットからの仮申込みなら
さらに年0.1％軽減！
ＪＡネットローンページはこちら

▼適用金利
変動金利

適用金利
固定金利

©よりぞう

ＪＡ多目的ローン
ＪＡフリーローン
多目的
ローン

フリー
ローン

残価設定型で
月々の返済
負担を軽減！

当初返済部分 残価

新登場新登場！！

検  索JA木曽



《注文・お問い合わせ》《注文・お問い合わせ》
ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112

取 扱 い サ イ ズ 3L LL L M S SS
適応サイズ（目安）28.0～27.5 27.0～26.5 26.0～25.5 25.0～24.5 24.0～23.5 23.0～22.5

お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　春の訪れを告げる菜花。菜花はアブラナ科の花の総
称です（長野県の一部では「かき菜」とも）。ビタミ
ンＣの含有量は、野菜の中でもトップクラスです。ビ
タミンＣはＬＤＬ（悪玉）コレステロールの酸化防
止、コラーゲンやホルモンの合成促進、鉄の吸収促進
など様々な働きをします。

一口メモ

菜花 …………… １束 サラダ油 ……… 小さじ１
木綿豆腐 ……… 1/2丁 ごま油 ………… 小さじ１
豚バラ肉 ……… 150ｇ 　┌ 和風だし … 小さじ１
塩・こしょう … 少々 Ⓐ| しょうゆ … 大さじ１
酒⒜ …………… 小さじ１ 　└ 酒⒝ ……… 小さじ２

① 木綿豆腐はキッチンペーパーなどに包み、重しをのせて水切り
をします。

② 菜花は３㎝ 程度に切ります。
③ 豚バラ肉は３㎝ 程度に切り、塩・こしょう、酒⒜を揉みこみます。
④ ①を一口大に手でちぎります。
⑤ フライパンにサラダ油を熱し、③を加えて炒め、豚肉の色が変
わったら取り出します。

⑥ フライパンにごま油を熱し、④を炒めます。
⑦ 全体に油が回ったら②を加えて炒めます。
⑧ 菜花がしんなりしたら⑤を戻し入れ、Ⓐを加えて味を調えます。

￥3,509（税込）
エンジ(MC-06DR)
モスグリーン(MC-06GN)

カラー２色

㈱Ａ・コープ東日本
MM

「超軽量」スポンジゴム長靴  朝霜も水たまりもしみない〝防水素材″

スポンジゴム素材で「柔らかく」「よく曲がります」ススポポポンンジジジゴゴゴムムム素素素材材材でで「「「柔柔柔らららかかかくくく」」」「「「よよよくくく曲曲曲がががりりりままますすす」」」
しゃがみ作業もら～くらく‼ 伸び縮み自在で履きやすく、脱ぎやすい！ししししゃゃゃががががみみみみ作作作作業業業業ももももらららら～くくくくららららくくくく‼‼‼‼ 伸伸伸伸びびびび縮縮縮縮みみみみ自自自自在在在在でででで履履履履ききききややややすすすすくくくく、、、脱脱脱脱ぎぎぎぎややややすすすすいい！！！

￥2,484（税込）

エンジ(HC-DR)
モスグリーン(HC-63GN)
ブラック（HC-63BK）

カラー３色



　今回は２月下旬に出荷する前に、温室ハウスで吹かし
ている啓翁桜（大桑村和村）からの問題です。上と下の
写真を比べると、３ヵ所の間違いがあります。挑戦して
ください。

　クイズの解答を募集します。
　解答用紙はＪＡ木曽本支所窓口または本誌11ページ
下段の用紙を切り取りってご利用ください。答えとＪＡ
や広報誌への意見・要望を記入し、ご応募ください。
※ただし、お一人様一通の応募としてください。
　正解者の中から抽選で５名の方に
「ベジフル ワンプッシュベジタブルカッター」
　　　　　　　　　（野菜カッター）をプレゼント。　　
◎応募の締切　３月31日㈭
※印刷によるキズや汚れは関係ありません

※出題エリア№は、
　左図の通りです。
　番号を確認のうえ、
　ご記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

２
月
号
の
答
え

①
・
⑦
・
⑧
で
し
た
。

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

おめでとうございます
１月号当選者は
小林さつきさん
宮川いづみさん
大西　　豊さん
森　　幸子さん
神田　健一さん
ほか　５名

環境に優しい再生紙とベジタブルインキを使用しています。

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2022.３月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱

□発　行：木曽農業協同組合
　　長野県木曽郡木曽町福島2800 〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

手袋、靴下、履物、手袋、靴下、履物、
農作業用衣料など。農作業用衣料など。
若者向けの品揃えも豊富！若者向けの品揃えも豊富！

マキタ電動工具のマキタ電動工具の
 取り扱いを始めます！ 取り扱いを始めます！

信濃ニット展示即売会 開催信濃ニット展示即売会 開催
３月19日㈯～20日㈰３月19日㈯～20日㈰

セール
期　間

３月１日㈫～18日㈮の間、一部店舗３月１日㈫～18日㈮の間、一部店舗
改装中となりますが営業します。改装中となりますが営業します。
ご迷惑をお掛け致しますがご理解をご迷惑をお掛け致しますがご理解を
お願い申し上げます。お願い申し上げます。

衣料品コーナー衣料品コーナー
新設！新設！

３月のお休み：定休日：毎週水曜日。31日㈭…棚卸しのため
営業時間：午前8：30～午後5：00　グリーンファームきそ　☎22-3061

３３月月1919日㈯ 日㈯ ～～2121日㈪日㈪

リリニューアルOPEN！ニューアルOPEN！

感謝セール

在庫限りの在庫限りの
    売り尽くし！    売り尽くし！

アウトレット市アウトレット市

●園芸資材　●防獣資材●園芸資材　●防獣資材
●その他●その他




